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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】封筒といった媒体シートの搬送機器に関し、特に、大きいシートスタックの一番
上の封筒または折り畳まれたシートを、横材および／またはローラを用いることによって
平らに保持する。
【解決手段】封筒搬送装置は本体側面のうちの少なくとも２つと接する側面を含むスライ
ダを備えている。スライダは、対向しあうスライダ側面に接続された少なくとも１つのロ
ーラを備えている。ローラは、スライダが本体に関連して移動すると、本体上部の平面に
対して垂直方向に移動する。ローラは、封筒スタックが本体上部の平面上にあるとき、封
筒スタックと接し、本体上部の平面の方へ垂直方向に、封筒スタックに圧力を加える。ス
ライダ側面は、本体上部の平面に位置付けられる封筒スタックを位置合わせし、ローラは
、封筒スタックの上部を本体の平面に対してほぼ平行に保持する。これは、プリンタの吸
い込み搬送ローラへの封筒の搬送を補助するものである。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体下部と、前記本体下部の反対側に配置された本体上部と、前記本体下部と前記本体
上部との間に配置された本体側面とを有し、前記本体上部が封筒スタックを支持する平面
を有する、本体と、
　少なくとも２つの前記本体側面と接するスライダ側面を含む、スライダとを含み、
　前記スライダは、前記本体に関連して移動でき、
　前記スライダが前記本体に関連して移動すると、前記スライダ側面は前記本体側面と同
じ方向に動き、
　前記スライダは、前記スライダ側面の中の対向しあう前記スライダ側面に接続された少
なくとも１つのローラを含み、
　前記ローラは、前記本体上部に隣接して位置付けられており、
　前記ローラは、前記スライダが前記本体に関連して移動すると、前記本体上部の前記平
面に対して垂直方向に動き、
　前記ローラは、前記封筒スタックが前記本体上部の前記平面に位置するとき、前記封筒
スタックに接しており、
　前記ローラは、前記本体上部の前記平面の方へ前記垂直方向に、前記封筒スタックに圧
力を加え、
　前記スライダ側面は、前記本体上部の前記平面に位置付けられた前記封筒スタックと位
置合わせする、封筒搬送装置。
【請求項２】
　プラットフォーム下部と、前記プラットフォーム下部の反対側に配置されたプラットフ
ォーム上部と、前記プラットフォーム下部と前記プラットフォーム上部との間に配置され
たプラットフォーム側面とを備え、前記プラットフォーム上部は、媒体シートを支持する
平面を有する、プラットフォームと、
　少なくとも２つの前記プラットフォーム側面と接する被覆部側面を含む被覆部とを含み
、
　前記被覆部は、前記プラットフォームに関連して移動でき、
　前記被覆部側面は、前記被覆部が前記プラットフォームに関連して移動すると、前記プ
ラットフォーム側面と同じ方向に動き、
　前記被覆部は、前記被覆部側面のうちの対向しあう被覆部側面に接続された少なくとも
１つの横材を含み、
　前記横材は、前記プラットフォーム上部に隣接して位置付けられており、
　前記横材は、前記被覆部が前記プラットフォームに関連して移動すると、前記プラット
フォーム上部の前記平面に対して垂直方向に動き、
　前記横材は、前記媒体シートが前記プラットフォーム上部の前記平面に位置していると
き、前記媒体シートに接しており、
　前記横材は、前記プラットフォーム上部の前記平面の方へ前記垂直方向に、前記媒体シ
ートに圧力を加え、
　前記被覆部側面は、前記プラットフォーム上部の前記平面に位置付けられた前記媒体シ
ートに位置合わせする、装置。
【請求項３】
　プラットフォーム下部と、前記プラットフォーム下部の反対側に配置されたプラットフ
ォーム上部と、前記プラットフォーム下部と前記プラットフォーム上部との間に配置され
たプラットフォーム側面とを備え、前記プラットフォーム上部は、媒体シートを支持する
平面を有する、プラットフォームと、
　少なくとも２つの前記プラットフォーム側面と接する被覆部側面を含む被覆部とを含み
、
　前記被覆部は、前記プラットフォームに関連して移動でき、
　前記被覆部側面は、前記被覆部が前記プラットフォームに関連して移動すると、前記プ
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ラットフォーム側面と同じ方向に動き、
　前記被覆部は、前記被覆部側面のうちの対向しあう被覆部側面に接続された少なくとも
２つのローラを含み、
　前記ローラは、互いに平行に位置しており、前記プラットフォーム上部に隣接して位置
付けられており、
　前記ローラは、前記被覆部が前記プラットフォームに関連して移動すると、前記プラッ
トフォーム上部の前記平面に対して垂直方向に動き、
　前記ローラは、前記媒体シートが前記プラットフォーム上部の前記平面に位置している
とき、前記媒体シートの一番上のシートに接しており、
　前記一番上のシートは、前記媒体シートのうちの１つを含み、前記プラットフォーム上
部の前記平面から最も離れて位置付けられており、
　前記ローラは、前記プラットフォーム上部の前記平面の方へ前記垂直方向に、前記媒体
シートに圧力を加え、
　前記被覆部側面は、前記プラットフォーム上部の前記平面に位置付けられた前記媒体シ
ートに位置合わせする、装置。
【請求項４】
　プラットフォーム下部と、前記プラットフォーム下部の反対側に配置されたプラットフ
ォーム上部と、前記プラットフォーム下部と前記プラットフォーム上部との間に配置され
たプラットフォーム側面とを備え、前記プラットフォーム上部は、媒体シートを支持する
平面を有する、プラットフォームと、
　少なくとも２つの前記プラットフォーム側面と接する被覆部側面を含む被覆部とを含み
、
　前記被覆部は、前記プラットフォームに関連して移動でき、
　前記プラットフォーム下部は、印刷機の媒体トレイに接続する接続部を含み、
　前記被覆部側面は、前記被覆部が前記プラットフォームに関連して移動すると、前記プ
ラットフォーム側面と同じ方向に動き、
　前記被覆部は、前記被覆部側面のうちの対向しあう被覆部側面に接続された少なくとも
２つのローラを含み、
　前記ローラは、互いに平行に位置しており、前記プラットフォーム上部に隣接して位置
付けられており、
　前記ローラは、前記被覆部が前記プラットフォームに関連して移動すると、前記プラッ
トフォーム上部の前記平面に対して垂直方向に動き、
　前記ローラは、前記媒体シートが前記プラットフォーム上部の前記平面に位置している
とき、前記媒体シートの一番上のシートに接しており、
　前記一番上のシートは、前記媒体シートのうちの１つを含み、前記プラットフォーム上
部の前記平面から最も離れて位置付けられており、
　前記ローラは、前記プラットフォーム上部の前記平面の方へ前記垂直方向に、前記媒体
シートに圧力を加え、
　前記被覆部側面は、前記プラットフォーム上部の前記平面に位置付けられた前記媒体シ
ートに位置合わせして、前記媒体シートの一番上のシートの向きを、前記プラットフォー
ム上部の前記平面に対して平行な位置まで変え、
　前記被覆部側面は、前記プラットフォーム上部の前記平面に位置付けられた前記媒体シ
ートを位置合わせし、
　前記ローラの第１ローラは、前記プラットフォーム上部の第１端部に隣接して位置付け
られており、
　前記ローラの第２ローラは、前記プラットフォーム上部の中央に隣接して位置付けられ
ており、
　前記一番上のシートは、前記プラットフォーム上部の第２端部において、前記印刷機よ
って前記プラットフォーム上部から移動し、
　前記プラットフォーム上部の前記中央は、前記第１端部と前記第２端部との間に定めら
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れている、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、一般的に、封筒といった媒体シートの搬送機器に関し、特に、大
きいシートスタックの一番上の封筒または折り畳まれたシートを、横材および／またはロ
ーラを用いることによって平らに保持する、トップフィード封筒供給装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　平坦な媒体シートのスタックは、一般的に、印刷機器の用紙トレイ内においてほぼ水平
な状態であるが、用紙トレイ内のシートが折り畳まれる（例えば、未完成の書籍、配布資
料、または、封筒に折り畳まれる）場合、シートの片側はもう一方の側よりも厚く、これ
によりスタックが傾く。この傾きは、スタックの高さが高くなると、増加する。このよう
な折り畳まれたシートが、スタックの下部から引き出されるとき、傾きは大した問題には
ならないが、このようなシートがスタックの上部から引き出されるとき、この傾きのゆえ
に、搬送ローラは、折り畳まれたシートと適切に接触できなくなる。
【０００３】
　例えば、従来のトップフィード印刷機器には、１０～１５を超える封筒を一度に操作で
きないものもある。このことは、大量の封筒を使用する利用者にとって、重大な生産性の
問題である。これらの利用者は、より大きな処理能力を有する封筒フィーダから恩恵を受
けるであろう。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の実施形態は、上側の封筒スタック面を負荷ローラによって平らにする、価格が
低く、処理能力の高い封筒フィーダキットを提示し、いくつかの実装においてスタックの
上部全域で横方向に配置され、折り返し部分において弛みを圧縮し、封筒がローラに対し
て水平位置をとるようにし、これによって、抜き取りプロセスが著しく効果的になる。フ
ィーダキットは、封筒スタック上に設置され、封筒を搬送するときにスタックの上部との
関係を維持するようになっている。
【０００５】
　本発明の例示的な一封筒搬送装置は、下部と、（下部の反対側に配置された）上部と、
（下部と上部との間に配置された）側面とを有する本体を含む。本体上部には、例えば封
筒スタックを支持する平面がある。封筒搬送装置はまた、本体側面のうちの少なくとも２
つと接する側面を含むスライダを備えている。
【０００６】
　スライダが本体に関連して移動すると、スライダの側面は本体の側面と同じ方向に移動
する。スライダは、対向しあうスライダ側面に接続された少なくとも１つのローラを備え
ている。ローラは、本体上部に隣接して位置付けられている。ローラは、スライダが本体
に関連して移動すると、本体上部の平面に対して垂直方向に移動する。ローラは、封筒ス
タックが本体上部の平面上にあるとき、封筒スタックと接し、本体上部の平面の方へ垂直
方向に、封筒スタックに圧力を加える。スライダ側面は、本体上部の平面に位置付けられ
る封筒スタックを位置合わせし、ローラは、封筒スタックの上部を本体の平面に対してほ
ぼ平行に保持する。これは、封筒スタックの上部からプリンタの吸い込み搬送ローラへの
封筒の搬送を補助するものである。
【０００７】
　もう１つの例示的な装置は、プラットフォームを含み、プラットフォームを覆っている
。プラットフォームには、プラットフォーム下部と、プラットフォーム下部の反対側に配
置されたプラットフォーム上部と、プラットフォーム下部とプラットフォーム上部との間
に配置されたプラットフォーム側面とがある。プラットフォーム上部には、媒体シートを
支持する平面がある。被覆部は、プラットフォーム側面のうちの少なくとも２つに接する
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被覆部側面を含んでいる。プラットフォーム下部は、印刷機の媒体トレイに接続した接続
部を含むことができる。
【０００８】
　被覆部は、プラットフォームに関連して動くことができる。被覆部がプラットフォーム
に関連して移動すると、被覆部の側面はプラットフォーム側面と同じ方向に移動する。被
覆部は、１つ以上の横材を備え、横材は、対向しあう被覆部側面に接続されたローラを含
んでいてもよい。ローラ／横材は、互いに平行であり、プラットフォーム上部に隣接して
位置付けられている。ローラのうちの１つは、プラットフォーム上部の平面の第１末端部
に隣接して位置付けられており、第２ローラは、プラットフォーム上部の中央に隣接して
位置付けられている。媒体の一番上のシートは、第２近接端部において（プラットフォー
ム上部の中央は、第１端部と第２端部との間に定められ、プラットフォームの第２近接端
部は、プリンタの搬送ローラの隣に（搬送ローラに近接して）ある）、印刷機によってプ
ラットフォーム上部から移動する。
【０００９】
　ローラは、被覆部がプラットフォームに関連して移動すると、プラットフォーム上部の
平面に対して垂直方向に移動する。媒体シートがプラットフォーム上部の平面上にあると
き、ローラは、媒体シートの一番上のシートと接し、それを下に押圧する。ローラは、媒
体シートのスタックが有している場合がある任意の傾きを低減または排除するために、垂
直方向に（プラットフォーム上部の平面の方へ）媒体シートに圧力を加える。この圧力を
被覆部の重さなどによって生み出すことができる。あるいは、片寄り接続部（ばね、弾力
性のあるベルト、バイアスピストン）を、プラットフォームおよび被覆部に接続できる。
片寄り接続部は、ローラをプラットフォーム上部の方へ引き付けることができる。したが
って、ローラは、媒体シートの一番上のシートの向きを、プラットフォーム上部の平面に
対して平行な位置まで変える。
【００１０】
　さらに、被覆部の側面は、媒体シートを位置合わせして、媒体のスタックを垂直に保持
する。さらに、突出部が、プラットフォーム上部の平面の末端部から伸びることができ、
突出部はさらに、プラットフォーム上部の平面に位置付けられた媒体シートを位置合わせ
して、媒体のスタックシートを垂直に保持する。
【００１１】
　誘導部を用いて、プラットフォームと被覆部とを位置合わせして保持できる。したがっ
て、プラットフォーム側面は、プラットフォーム側面凹部および／またはプラットフォー
ム側面突出部（プラットフォーム誘導部）を含むことができる。同様に、被覆部側面は、
被覆部側面凹部および／または被覆部側面突出部（被覆部誘導部）を含むことができる。
プラットフォーム側面凹部および／またはプラットフォーム側面突出部は、プラットフォ
ームと被覆部側面との間の平行方向の範囲内の単一の経路に被覆部の移動を制限するため
に、被覆部側面凹部および／または被覆部側面突出部と接する。
【００１２】
　さらに、被覆部の側面は、プラットフォームの近接端部においてシートの出口を提供す
るための形状を有している。媒体シートは、シートが印刷機によって媒体シートのスタッ
クの上部から移動するとき、シートの出口を通過する。
【００１３】
　これらの特徴および他の特徴を以下の詳細な説明において説明し、または、明らかにす
る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態による機器の透視概略図である。
【図２】本実施形態による機器の透視概略図である。
【図３】本実施形態による機器の透視概略図である。
【図４】本実施形態による機器の透視概略図である。
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【図５】本実施形態による機器の透視概略図である。
【図６】本実施形態による機器の概略側面図である。
【図７】本実施形態による機器の透視概略図である。
【図８】本実施形態による機器の透視概略図である。
【図９】本実施形態による印刷機器の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　上述したように、封筒スタックなどの折り畳まれたシートのスタックは、片側に対して
、位置ずれした折り返しの厚さが片寄っているゆえに、非常に傾斜するようになる。少な
いスタックは、生じる角度がわずかなので容認されるが、このことは、スタックが多くな
ると悪化する。なぜなら、スタックが多い場合、上部はまったく平らではなく、これによ
り、シート送りが非常に困難になり、失敗が多くなるからである。例えば、１００枚の封
筒の通常のスタックの側面同士の高さの差は、４１ｍｍ（正面は８４ｍｍ、裏面は４３ｍ
ｍ）である。この高さの差によって、このような大きい角度が生じ、これは、抜き取りロ
ーラにとって十分な表面接触領域がない状態である。
【００１６】
　図１に示したように、例示的な一実施形態は、本体１０８と、本体１０８の側面を取り
囲むスライダ１０４と、スライダ１０４の側面と遅延パッド１１０との間に接続された長
手方向のローラ１０６とを含む。図１はまた、空いている媒体センサ穴部１１４を示す。
センサ（図示せず）は、スタック中の媒体全てが搬送されたときを見通し、したがって、
スタックが空であることを示す。図１はまた、任意の遅延パッド１１０およびストッパ１
０２を示す。
【００１７】
　本体１０８は所定の用途に適した形状をしていてもよいが、図１に示した例では、直方
体のプラットフォーム１０８として示されている。しかし、当業者によって理解されるよ
うに、プラットフォーム１０８は、曲線的な特性をしていても、あるいは、円形、または
、立方体状、または、特定の用途に適した任意の他の形状であってもよい。図示したよう
に、プラットフォーム１０８には、下部１２０と、（下部１２０の反対側に配置された）
上部１２４と、プラットフォーム下部１２０とプラットフォーム上部１２４との間に配置
された４つの側面１２２とがある。プラットフォーム上部１２４には、媒体シート１５４
（図４参照）を支持する平面がある。
【００１８】
　さらに、図１に示したように、スライダ（多くの場合、プラットフォーム１０８の一部
を覆っているので、ここでは「被覆部」１０４と呼ぶ）の寸法は、被覆部１０４がプラッ
トフォーム１０８に適合できる寸法である。被覆部１０４は、プラットフォーム１０８に
関連して移動できる（被覆部１０４は、プラットフォーム１０８に沿って上下に滑るよう
に動く）。被覆部１０４は、（直接、または、誘導部１１６を用いて）プラットフォーム
側面１２２のうちの少なくとも２つと接する被覆部側面１３０を含む。被覆部１０４の側
面１３０は、被覆部１０４がプラットフォーム１０８に関連して移動すると、プラットフ
ォーム側面１２２と同じ方向に移動する。
【００１９】
　被覆部１０４は、対向しあう被覆部側面１３０間に接続された１つ以上の横材１０６を
備えている。横材１０６は、（例えば、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）といっ
た任意の他のよく知られている摩擦の少ない材料を用いた）摩擦の少ない表面を有するた
めに形成されることができるか、あるいは、ロールの配置に寄与するロール誘導部１１８
に備え付けられた自由回転ロール（ここではローラと呼ぶ場合がある）を含むことができ
る。
【００２０】
　図１および図２に示したように、プラットフォーム１０８と被覆部１０４との位置を保
つために、様々な誘導部１１６を用いることができる。したがって、図２に示したように
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、プラットフォーム側面１２２は、プラットフォーム側面凹部１４４（穴部と呼ばれる場
合もある）および／またはプラットフォーム側面突出部１４６（肋材）を含むことができ
、ここではプラットフォーム誘導部と呼ばれる。同様に、被覆部側面１３０は、被覆部側
面凹部１１６および／または被覆部側面突出部を含むことができる（ここでは被覆部誘導
部と呼ばれる）。プラットフォーム誘導部は、プラットフォーム１０８と被覆部側面１３
０との間の平行な移動方向の範囲内の単一の経路に被覆部１０４の移動を制限するために
、被覆部誘導部と接する。
【００２１】
　図２の反転透視図および図３の下部透視図に示したように、プラットフォーム下部１２
０は、印刷機の媒体トレイ１５０に接続した接続部１４２を含むことができる。この例で
は、本体１０８は、プリンタの持ち上げ基盤１５０上に本体１０８を配置するために、３
つの備え付けの突起部１４２を備えている。
【００２２】
　被覆部１３０の滑るような移動と同様の移動において、横材ローラ１０６は、（被覆部
１０４がプラットフォーム１０８に関連して上下に移動するため）プラットフォーム上部
１２４の平面に対して垂直方向に移動する。横材ローラ１０６は、媒体シート１５４がプ
ラットフォーム上部１２４の平面に位置するとき、媒体シート１５４の一番上のシートと
接し、それを下に押圧する（図４）。（明確には、「一番上の」シートは、プラットフォ
ーム上部１２４の平面から最も離れた所に位置する媒体シート１５４であり、一番下のシ
ートは、媒体シート１５４のスタックの反対側にあり、プラットフォーム上部１２４の平
面と接している。）横材／ローラ１０６は、媒体（封筒）を搬送するために係合されてい
る間、封筒スタック１５４の上面を平坦にし、搬送ローラ１６４に対するいかなる抗力を
も最小化する。
【００２３】
　図３および図５に示したように、プラットフォーム１０８を（位置合わせ突起部１４２
と共に位置合わせされた）持ち上げ基盤１５０に備え付けることができる。スライダ１０
４を、媒体（例えば、折り畳まれたシート、封筒など）を取り付けるまで持ち上げること
ができるか、あるいは、媒体１５４を横材／ローラ１０６の下に取り付けできる。通常、
媒体スタック１５４を、媒体スタック１５４がスライダ１０４の先端部に達するまで、押
し進める。次に、スライダ１０４が封筒スタック１５４の上面に位置するように、スライ
ダ１０４を緩めることができる。封筒スタック１５４の上面がスタック高度センサに達し
、小突き部ロール１６０と接するまで、プラットフォーム１０８を持ち上げ基盤１５０に
よって持ち上げる。
【００２４】
　図６に示したように、封筒スタック１５４の上面が小突き部ロール１６０に達すると、
搬送構造１６２は、スタック１５４の一番上の封筒を取り出し、封筒を印刷機に搬送し始
める。いくつかの封筒を搬送し、スタック高度センサを停止した後、持ち上げ基盤１５０
は、再び取り出し位置に達するまで上昇する。この機械的操作を、封筒スタック１５４が
空になるまで続ける。封筒センサによって封筒が検出されない場合、持ち上げ基盤１５０
はプラットフォーム１０８を下げ、封筒の次のジョブを読み込めるようにする。
【００２５】
　図５に示したように、本発明の複数の実施形態はまた、他のレール誘導部１５８を含む
ことができる。誘導部は、一番上のスタック面がＰＦＰ搬送構造に達するまで、プラット
フォーム１０８が持ち上げ基盤１５０のレール１５６の方へ進むようにする。このような
誘導部１５６、１５８は、スタック１５４の上端が搬送構造１６２に達するまで、プラッ
トフォーム１２０が用紙送りシステムのレールの方へ進むようにする。
【００２６】
　上述したように、封筒スタックは、スライダ１０４のロール１０６の重みを受けてより
平坦になる。なぜなら、媒体シート１５４のスタックが有している場合がある傾きを低減
または排除するために、ローラが垂直方向に（プラットフォーム上部１２４の平面の方へ
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）媒体シート１５４に圧力を加えるからである。この圧力を被覆部１０４の重さによって
生み出すことができる。あるいは、片寄り接続部１７２（ばね、弾力性のあるベルト、バ
イアスピストンなど）が付属突出部１７０を介してプラットフォーム１０８および被覆部
１０４に接続できる。これにより、横材／ローラ１０６をさらに下方に片寄らせることが
できる（図７）。片寄り接続部１７２は、ローラを、重力のみよりもよりプラットフォー
ム上部１２４の方へ引き付けることができる。したがって、ローラは、媒体シート１５４
の一番上のシートの向きを、プラットフォーム上部１２４の平面に対して平行な位置まで
変える。
【００２７】
　さらに、被覆部１０４の側面は、媒体シート１５４を位置合わせすることによって、媒
体のスタックを垂直に保持する。さらに、ストッパ突出部１０２は、プラットフォーム上
部１２４の平面の末端部から伸びることができる。ストッパ突出部１０２はさらに、プラ
ットフォーム上部１２４の平面に位置付けられた媒体シート１５４を位置合わせすること
によって、媒体シートのスタックを垂直に保持する。ストッパ１０２が本体１０８の裏、
表に配置されているので、ストッパ１０２は、スライダ１０４の正面側に対して媒体（例
えば、積み重なった封筒）を押し上げ、これによって、封筒の先端部をスライダ１０４の
先端面と位置合わせできる。
【００２８】
　図１に示した例では、ローラのうちの１つが、プラットフォーム上部１２４の平面の第
１末端部１２６に隣接して位置付けられており、第２ローラは、プラットフォーム上部１
２４の中央に隣接して位置付けられている（矢印１２４は、プラットフォーム上部のほぼ
中央を表す）。プラットフォーム上部１２４の近接端部を参照符号１２８によって識別す
る。なぜなら、近接端部は、末端部１２６よりも、印刷機の搬送ローラに対してより近く
定められているからである。より具体的には、図６は、小突き部ロール１６０と、搬送ロ
ール１６４と、遅延ロール１６６とを含む、いくつかの一般的な取り出しローラ１６２を
示す。
【００２９】
　媒体の一番上のシート１５４は、第２近接端部１２８において（ここでも、プラットフ
ォーム上部１２４の中央は、第１端部１２６と第２端部１２８との間に定められており、
プラットフォーム１０８の第２近接端部１２８は、プリンタの搬送ローラ１６２の隣に（
に近接して）位置している）、印刷機によってプラットフォーム上部１２４から移動する
。
【００３０】
　図１に示した例では、２つのローラ／横材１０６があり、それらは、互いに平行であり
、プラットフォーム上部１２４に隣接して位置付けられている。中央ロールは、スタック
の中央を平坦にし、後部ロールもまた、封筒スタックの後端部を下に押圧する。しかし、
当業者によって理解されるように、単一のローラ／横材１０６があってもよいし、あるい
は、図７に示したように、はるかに多くのローラ／横材１０６があってもよい。さらに、
図８に示したように、本発明の複数の実施形態はまた、ローラ軸受けなどの摩擦の少ない
表面または他の機器を備えた長手方向の部材１０８を含むことができる。限られた数のこ
のような構成を図示し、本明細書において説明するが、当業者は、多くの他の構成が可能
であり、このような構造全てが特許請求の範囲に記載した構造に含まれることを意図とし
ていることを、理解されたい。
【００３１】
　図９は、本発明の複数の実施形態によって用いられ、例えば、プリンタ、複写機、多機
能装置などを含むことができる、コンピュータ制御された印刷機器２００を示す。図９の
シート供給部２０２は、上述した図１～図８に示した部品を含んでいる。印刷機器２００
は、制御機器／プロセッサ２２４と、プロセッサ２２４に効果的に接続された少なくとも
１つのマーキング機器（印刷エンジン）２１０、２１２、２１４と、シート供給部２０２
からマーキング機器２１０、２１２、２１４に媒体シートを供給するために位置付けられ
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たネットワーク、に効果的に接続された通信ポート（入力／出力）２２６とを含む。印刷
エンジンから様々なマーキングを受信した後、媒体シートは、適宜、印刷された様々なシ
ートを折り畳む、綴じる、分類するなどできる仕上げ器２０８に移動できる。
【００３２】
　さらに、印刷機器２００は、少なくとも１つの付属の機能部品（例えば、スキャナ／文
書ハンドラ２０４、シート供給部２０２、仕上げ器２０８など）、および、外部電源２２
８から（電源２２２を介して）供給された電力で動作するグラフィック・ユーザ・インタ
ーフェース・アセンブリ２０６を含むことができる。
【００３３】
　入力／出力機器２２６は、多機能印刷機器２００への、および、多機能印刷機器２００
からの通信に用いられる。プロセッサ２２４は、印刷機器の様々なアクションを制御する
。（光学的な、磁気の、コンデンサに基づいた、などであってもよい）非一時的なコンピ
ュータ記憶媒体機器２２０は、プロセッサ２２４によって読取り可能であり、プロセッサ
２２４が実行する命令を記憶して、多機能印刷機器が本明細書において説明したようなそ
の様々な機能を実施できる。
【００３４】
　したがって、プリンタ本体のハウジング２００は、電源２２２によって交流（ＡＣ）２
２８から供給された電力で動作する、１つ以上の機能部品を備えている。電源２２２は、
外部交流電源２２８に接続し、外部電力を、様々な部品に必要なタイプの電力に変換する
。
【００３５】
　当業者によって理解されるように、図９に示した印刷機器２００は、一例にすぎず、本
発明の複数の実施形態は、同様に、より少ない部品またはより多い部品を含む他のタイプ
の印刷機器にも適用可能である。例えば、限られた数の印刷エンジンおよび用紙搬送路を
図９に示しているが、当業者は、はるかに多くの用紙搬送路および他の印刷エンジンを、
本発明の複数の実施形態によって用いられる任意の印刷機器内に含むことができるという
ことを、理解するだろう。
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